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土木との出会い、インフラ事業の魅力
とは？

大髙　まず、広報委員で
ある私から自己紹介をし
ますね。日本工営に入社
して5年目の大髙です。
高校生の時に都市計画の
モデリングの研究室に訪
問し興味を持ったことが
きっかけで、土木工学科
に進学しました。 その後、

大学時代に行ったインドネシアで、インフラの整備
不足によって授業に遅れたり、停電で宿題ができな
い学生がいたりする状況を知り、当たり前に存在す
ると思っていたインフラの大事さに改めて気づくと
ともに、インフラに携わる仕事がしたいという思い
から建設コンサルに就職しました。
白山　NEXCO東日本に入社して7年目の白山です。
子供の頃に両親と旅行に行く機会が多く、自然と鉄
道や高速道路といった交通インフラに興味を持って
おりました。そんな中で私が中学生の時に東日本大
震災を経験し、近隣の街が大きな被害を受けた中、
自身の成長とあわせて建
物やインフラの回復・復
興を目の当たりにしイン
フラがあることの重要さ
を学び、私自身もインフ
ラ整備に携わる仕事をし
たいと考えたことがこの
業界で働くことになった
きっかけです。

大髙枝里（広報委員）
日本工営（株）

白山昂資
NEXCO東日本（株）
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原　東急電鉄に入社して6年目の原です。私も白山さ
んと同じで、東日本大震災後のインフラの普及を見
て、インフラを作り守る仕事に興味を持ちました。
社会貢献性が非常に高いというところが土木分野の
魅力と今も感じています。 

太田　清水建設に入社して5年目の太田です。小さい
時から家族旅行で通っていた高速道路のジャンクシ
ョンなどの大きい構造物が好きで、中でも地元にあ
る大きな斜張橋を将来作りたいと思ったのがきっか
けです。土木は、現場で多くの作業員の方々と一緒
に、大きなものづくりを出来ることが、やりがいと
魅力だと感じています。
萩原　芝浦工業大学の修
士2年の萩原です。小さ
い頃から橋などの構造物
を見るのが好きで、将来
はその設計に携わりたい
という思いから土木工学
に興味を持ちました。し
かし、大学での学びを通
じて、交通計画に関する
事例や手法に触れる中で、利用者の交通利便性を向
上させることができる交通計画の分野に強く惹かれ
るようになりました。土木の仕事は、道路の渋滞対
策など何万人にも影響を及ぼす国レベルのプロジェ
クトであるからこそ責任感があり、社会貢献性のあ
る仕事だと思います。
松永　東京大学の修士2年の松永です。もともと地図
が好きだったことと、地元でなかなか工事が進まな
い道路があって、なんで進まないのか中学時代に疑
問に思ったのがきっかけで土木に興味を持つように
なりました。その後大学の教養学部生だったときに、

当会では、若い世代がより深く積極的に土木や国土に関する研究や仕事に携わる契機として、昨年より学生委員
が編集する会報の制作を始めました。本号では大髙枝里編集長とサポート役の辻功太幹事長のもと、5人の学
生委員が取材や編集作業を担当しています。特集1は、U30はどのような視点や考え方で土木をとらえているのか、
学生のほかU30をメインとした若手社員が清水建設のイノベーション・人材育成拠点「温故創新の森 NOVARE」
に集い、語り合いました。

原 大介
東急電鉄（株）
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査・設計を行う会社、設計をもとに実際にものを作
る会社と大きく3つに分かれてると考えており、私は
全体を俯瞰する事業者の立場で、特に人と人を繋ぐ
交通インフラの仕事に直接携わりたいと思いました。
その中でも鉄道と道路で悩みましたが、最終的には、
自ら計画に携わった土木構造物をお客様が直接利用
される道路事業に魅力を感じて高速道路会社を選び
ました。

原　計画段階から施工段階まで事業全体を通して経
験したかったことと、私は東京で鉄道を利用して育
ってきたなかで、生活に不可欠なものとしての鉄道
の社会貢献性を感じていたので、鉄道会社を選びま
した。東急は、事業エリアは比較的コンパクトです
が、魅力的な地域が多か
ったことと、インターン

に行ったときに働くイメ
ージを持てたことで選び
ました。

大髙　発注者と受注者ど
ちらを選ぶか結構悩みま
したが、発注者側は地域
や沿線といった事業エリ
アがある一方受注者は特定のエリアが決まってない
こと、意思決定をする立場よりも提案する立場の方
が自分に向いていると思ったことからコンサルを選
びました。その中でも、もともと海外での仕事に関
心があったので、海外事業に力を入れている今の会
社を選びました。
太田　自分で手を動かしてものを作ることに魅力を
感じていたので、施工者側を選びました。コンサル
とゼネコンのどちらもインターンに参加したなかで、
協力業者の方々と協力して橋や高速道路などを作り
たいと思いゼネコンを選びました。その中で今の会
社を選んだ理由は、インターンで社員の教育制度を
知ることができたことと、対応してくれた方が親切
で、ここでなら働きやすく自分のやりたいことを実
現できると感じたからです。昔は先輩の背中を見て
仕事を覚えるというような感じだったと思いますが、
このNOVAREを見てもらっても分かるとおり、現場
によって若手社員の知識がどうしても偏るなかで、
若手社員に均一に技術力を持ってほしいという会社
の考えは社員にも伝わってますし、若手社員のモチ
ベーションにもつながっていると感じています。

部活の先輩の影響で交通
に興味を持つようになり
ました。土木分野は、例
えば一部のお金持ちのた
めでなく公共性の高い分
野であることと、与える
インパクトがすごく大き
なところが魅力であり、
好きなところです。

古林　東京理科大学の修士2年の古林です。子供のこ
ろからパソコンで航空写真を見て、実際に現地に行
って、地図と現実を頭の中でつなぎ合わせていまし
た。その中でも特に駅や駅前の空間が好きで、そこ
を結ぶ鉄道などの交通インフラに興味を持ったのが
きっかけです。交通の魅力は、例えば北陸新幹線の
開業に例えれば、もともと関西との繋がりが強かっ
た地域が関東との繋がりも強くなったように国土の
構造を大きく変える役割を持っているところにある
と思います。
八木　日本大学の修士1年の八木です。子供のころか
らトミカやプラレールで遊ぶことや、家族にドライ
ブに連れて行ってもらうのが好きで交通に興味を持
つようになりました。今でも悩んだら首都高をドラ
イブして気分転換しています。土木は、多くの会社、
色々な職人の方々が協力して一つの構造物を作り上
げていく壮大さも魅力と思います。
呉　東京大学の修士1年の呉です。小さい頃から海や
船が好きで、大学は交通学科を専攻しましたが、3年
のときに上海港で見たコンテナターミナルに圧倒さ
れ、海運ネットワークの強靭性に関する研究をした
いと思いました。土木・交通の魅力は社会に役立つ
重要な分野であることだと思います。

なぜこの業界・会社を選んだのか？

萩原　私は就活中に業種
や会社選びに非常に悩ん
だのですが、社会人であ
る皆さんが今の業種や会
社を選んだ理由をお聞き
したいですね。

白山　土木の分野は、イ
ンフラを建設・管理する
事業者となる会社、調

太田小春
清水建設（株）

萩原啓太
芝浦工業大学

松永隆宏
東京大学
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きる、旅行に行ける世の中になるように自分も努力
したいと思っています。
呉　自ら課題を見つけて行動できる主体性のある社会
人になりたいです。周囲と協力しながら柔軟に学び続
けることも大切にしていきたいです。そして専門知識
を活かして人の暮らしを助けたいと考えています。
白山　若いうちは色々な現場を経験して基礎を着実
に身に付け、将来どんな場所・場面でも適切な判断
が出来るようになりたいです。また将来の日本は人
口減少が想定されますので、少ない人でも現在と同
様にインフラの建設・管理ができるよう、極力人の
手を介さずに自動運転でモノが運ばれたりできるよ
うになれば理想と考えてます。
原　将来的にはプロジェ
クト全体をマネジメント
出来るようになりたいと
考えていて、そのために
知識をどんどん吸収して
いきたいと思っていま
す。またDX、GXについ

ても主体的に推し進めて
行ける人材になれるよう
積極的に提案していきたいと思っています。将来の
鉄道のあり方については、踏切の廃止や自動運転の
普及は、理想的な方向性の一つではないかと個人的
には感じています。
太田　色々な現場を経験し知識・経験をしっかりと
身に付け、頼られる技術者になりたいです。日本の
土木分野の目指すところとしては、災害時などに会
社の垣根を越えて技術を集結したり、AIなどを活用
することで迅速な対応ができる基盤を持つことがで
きれば良いなと思います。
大髙　私は技術者として誠実であり続けたいと思っ
ています。インフラプロジェクトは、その国や地域
の事情や政治的なことなどが絡んできますが、現地
に本当に必要なものは何かを大切にしていきたいで
す。また、興味や関心を持ち続ける人でありたいで
す。そのうえで、多くの人が等しく機会にアクセス
できる社会、国土づくりに貢献できれば良いなと思
います。皆さん、今日はありがとうございました。
全員　お疲れさまでした！

それぞれが思い描く理想の社会人像、
そして土木の未来

大髙　社会人になると時
間はすぐに過ぎてしまう
ので、なりたい自分や実
現したい社会など、ビジ
ョンを持っておくことが
大切だと思います。皆さ
んの考える理想の社会人
像、土木や国土のあるべ
き姿をお聞かせください。

萩原　常に成長し続けられる社会人になりたいです。
土木分野は自動運転やAIなど新しいことが増え続け
ているので、常にインプットし続ける技術者であり続
けたいと思います。私が描く理想の日本は、誰もが安
心して移動できる社会です。地方では鉄道やバスの廃
線が進み、移動手段の確保が課題となっています。地
域の実情に合った交通のあり方を考え、すべての人が
快適に暮らせる環境づくりを進めていきたいです。
松永　時代に流されない人、頑張るべきところで頑張
れる人になりたいです。研究したことをしっかりと社
会にフィードバックして、人口減少や災害の激甚化な
ど課題は多いですが、次の世代に少しでも良い形で国
土を引き継げるように頑張りたいと思います。
古林　私は不特定多数が使うインフラを通して人を
笑顔にしたいと考えています。特に鉄道会社を志望
しているので、街の一丁目になる駅づくりを通して、
リモートワークの普及などで希薄になった人と人と
のつながりや、高齢化が進んでいく中でコミュニテ
ィの中心となる、地域に愛着を持ってもらえる駅づ
くり、物流の無人化に寄与する無人配送の拠点にも
なるような駅づくりをしたいです。それを通して、
利用者や地域の人が笑顔になれる社会を作っていき
たいです。

八木　失敗を経験するこ
とで成長できると思って
いるので、失敗を恐れず
常に挑戦し続けたいで
す。高齢者や体の不自由
な方はどうしても移動が
億劫になることが多いで
すが、そういった方でも
行きたいところに移動で

古林 陸
東京理科大学

八木龍聖
日本大学

FURUBAYASHI

YAGI

Riku
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呉 展宏
東京大学
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（広報委員長）茶木 環企画・文責：

（広報委員会幹事長）辻 功太企画補佐・文責：

＊座談会では本誌面に書ききれない様々なことを語り合ってもらいました。すべての内容を盛り込んだ記事を当会HPに掲載していますので、そちらも
　是非ご覧ください。URL：https://www.keikaku-kotsu.org/special/
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乗っていただいて初めてわかるものがあるのだと実
感しました。また、9割ぐらいの方から一般の路線バ
スと乗車感は全然変わらないというお答えをいただ
きました。さらに、自動運転の試乗のみを目的に来
たという方が4割程度いらっしゃるなど、自動運転に
対する注目度や期待度の高さを感じました。

豊かな自然、観光客が多い環境での自動運転

瀬川　バスの自己位置をどう推定するかが今一番苦労
していることです。今の世の中の技術では、GPSを

使う、白線を引いてそのうえを走る、3Dの点群マッ
プを使うといったものがあるのですが、自然環境の中
だと、3D点群マップを作っても今年と来年、春と夏
で景色が全く違うので、このような状況下でどれだけ
安定性を保って走行させるかが一番苦労しているとこ
ろです。現状、走行速度25キロ程度で走っていて、
動物などが20～30メートル手前で出て来られても止

栃木県における自動運転の実用化に向けた取組

川合　栃木県では、「ABCプロジェクト」として令和
2年度から5年度にかけて県内9カ所で自動運転バス
の実証実験を行いました。その中でも、この奥日光
は、観光地の二次交通であり、木が茂っていてGNSS
（Global Navigation Satellite System）でバスの位置が
把握できないといった特徴がある路線で、今回お集
まりの皆様のご協力いただきながら令和5年度に実証
実験をスタートしました。その後も実験を重ね、レ
ベル4も見えてきた今、当たり前の公共交通のサービ
スとして、他の路線にも拡大し、地域全体の公共交
通を持続的にしていくことを目的に皆さんと連携し
て取り組んでおります。

奥日光における自動運転のニーズや期待

川合　バスのドライバーを確保できないという問題
が県内のあちこちで起こっており、現実的に減便、
廃線という状況にある中で、自動運転を実験ではな
く、サービスとして実装させて、公共交通の中に組
み込んでいきたいと思っています。令和5年度の実証
の際に試乗された方にアンケートをとったのですが、
試乗前は8割ぐらいの方が安全性に不安だとお答えさ
れていた一方で、乗車後その割合は1割未満であり、
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日光国立公園内の赤沼自然情報センターから千手ヶ浜までを結ぶ「奥日光低公害バス路線」（国道120号および日光
市道1002号）において、令和5年度に続き、2回目となる自動運転の実証実験を令和7年11月４日～11月末までの間
実施しています。本実験は、栃木県を実施主体とし、運行事業者である（株）日光自然博物館、東武バス日光（株）に
加え、東武鉄道（株）、先進モビリティ（株）、日本ペイントインダストリアルコーティング（株）、日本工営（株）が連携して
取り組むものです。実証実験のスタートを目前に控えた現場において、これまでの経緯や今年度の取組に迫るべく、
関係者の皆様にお話を伺いました。

I N T E R V I E W
川合健司 栃木県県土整備部交通政策課公共交通担当　副主幹（GL）

青木孝純 株式会社日光自然博物館　業務部長

島田貴司 東武バスウエスト株式会社　大宮営業事務所長
（前　東武バス日光株式会社　運輸統括部　業務課　課長補佐）

渡部 淳 東武バス株式会社　運輸部　部長

袴田佳徳 東武鉄道株式会社　経営企画本部　課長補佐

瀬川雅也 先進モビリティ株式会社　代表取締役社長東京大学松永隆宏 日本大学八木龍聖

芝浦工業大学萩原啓太 東京理科大学古林 陸

自動運転バス実証実験ルート概要
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クが少ないと思っています。ここで自動運転を実現
させて、生まれたリソースを一般路線に充足させて
いきたいというのが切実に思うところです。
青木　奥日光低公害バス路線は、4月下旬から11月
までの季節運行で、東武バスさんに委託するという形
をとっています。以前はシャトルバス運行という形態
でしたが、法改正によって路線バス運行という形にな
りました。そのためこのところの法改正や人手不足の
影響は大きく、運行時間、運行時期、運行本数、とい
う点では、お客様のニーズとのズレが実際に発生して
いるので、ある程度この状況を解消できる、自動運転
への期待は大きいです。また、赤字路線にはしないよ
う、様々な施策を取りお客様に来てもらう努力もして
おり、6月の九輪草という花が咲くころが観光客のピ
ークなのですが、このピークがもう少し続くよう、や
っとちょっと撒いた種が出始まったところです。いか
んせん、千住ヶ浜で散策をして午後のバスで帰るとな
ると、一便しかなく、これを逃すとわざわざ来た甲斐
がなくなってしまうという状況なので、自動運転を導
入することでカバーしたいと思っています。
袴田　現状、日光への来訪者は車が7割、鉄道は2割
程度なのですが、奥日光エリアは環境省の脱炭素先
行地域に指定されており、CO2削減の観点からできる
限り鉄道の割合を増やしていきたいと思っています。
公共交通でこの地域に来てもらい、手つかずの自然
に触れるエシカルな観光を楽しんでもらえるエリア
にしたいですね。二次交通が充実していないことで、
やはり車の方が便利だというような思いをされない
よう、二次交通が十分に張り巡らされているエリア
にしていきたいと思っています。
渡部　東武バス日光としては、過去に新型インフル
エンザ、東日本大震災、コロナと、10年に1回程度、
収益的にも難しい時期がありました。それを経験し
てきたので、今のこのすごく良い営業状態が続けば
というのが一番の思いです。今きていただいている
お客様にご迷惑をおかけしないこと、そのうえで回
遊性を高めたいということで、10月1日からNIKKO 

MaaSのQRコード認証や、クレジットカード決済を
導入し、海外からのお客様にとっても利便性の高い

まれるような速度になっています。少し遅いなと感じ
られたかもしれませんが、自動でドライバーがいない
状態で走らせることを考えると速度設定としてはこれ
が限度であり、ゆっくりでも安全にカーブを曲がって
いるという安心を感じてもらえるよう走行実績で示す
しかないと思っています。いつ乗っても同じような走
行が実現できるよう、繰り返し運行をして精度を上げ
ていくことになろうかと思います。
袴田　実際に自動運転を実走させるとなると、例え
ばハイカーの方に自動運転のバスが走っていること
を認識してもらい、通りやすいよう道を譲るなどバ
スを優先させてもらうといった理解を得ること、そ
のうえでバスが走りやすい環境を作っていくことが
必要だと思います。

日光エリア全体で見たバス運行、公共交通の現状

島田　ゴールデンウィークやお盆、紅葉時期になる
と、神橋という世界遺産の赤い橋のあたりで、通常
バスで5分の距離が渋滞によって60分～90分かかる
ことがあります。去年は日光駅から中禅寺温泉まで
通常バスで45分のところを5時間かかる事態が発生
しました。このような状況に加えて、乗務員の休憩
の管理が非常に難しくなってきており、連続運転の
時間も法律で決められているため、お客様にご迷惑
をかけてしまう事例が多く発生しています。自動運
転が実現すれば、乗務員にも余裕が出るので、休憩
の管理もやりやすくなるかなという期待があります。
渡部　ここ1，2年は、改善基準を守らないといけな
いために栃木県さん、日光自然博物館さんには無理
をお願いして、少しずつ運行回数を減らしてきまし
たが、来年再来年に今の運行便数を確保することが
できるのかはわからない状況です。優先順位をつけ
てはいけないのですが、やはり日光から湯元までの
基幹路線をまずは充足させる必要があり、そうでな
ければさらに先の赤沼まで遊びに来ていただけない
ということで、この減便を受け入れていただいてい
ます。低公害バス路線は、歩行者が少ないといった
点で、東京や千葉の他の自動運転路線と違ってリス
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す。設計と製造のところで、どれだけその性能を保証
できるかということになるかと。ちょっと話は違いま
すけど、皆さん携帯とかパソコンを使っていて、フリ
ーズしますよね。レベル2はフリーズしてもいいけれ

ど、レベル4はフリーズしたらダメなんです。これをど

のように担保するかということに日々取り組んでいま
すが、レベル2とレベル4の差はかなり大きいですね。
渡部　レベル2の仕組みを使った安全支援については
どんどん取り入れてもらいたいというのが、事業者
としての思いですね。レベル2の技術の中には安全運
行に役立つ様々な機能が入っているのでそれらを新
しい標準仕様として組み込んでいけば、運転手に依
存しない安全なバス運行を実現し悲惨な事故の発生
を防止できるのではとも思います。

11月から始まる実証実験に向けて

川合　まずは安全に実証実験を行い、そして一人で
も多くの人に乗っていただいて、自動運転を体感し
ていただきたいと思いますし、公共交通を取り巻く
厳しい環境や自動運転の必要性についても、理解し
ていただきたいと思います。
青木　大きな話ではなく、現実的な問題として皆様に
知ってほしいです。奥日光は自然豊かな場所です。 今
回は落葉の季節の実証なので、落葉がターゲットライ
ンにどれだけ影響を及ぼすかとか、そういった現実的
な課題のクリアのためのデータが取れると思います
し、その対策の検討に期待したいなと思っております。
瀬川　安全に走れるということと、我々が想定する
状況の中では、運転手さんが何もしなくていいとい
う状況を作るというのが今年度の目標ですね。
渡部　東武バスとしては令和5年度以来2回目の実証
の期間がやってきます。今は実装に向けた過程では
ありますが、安全運行を東武バス日光と一緒に担っ
て実験に参加したいと思っています。
島田　東武バス日光としてもまずは安全運行を第一
に取り組みたい。運転士は5名を選抜し、しっかり習
熟訓練を行いながら安全に運行したいと思います。
と同時に人の確保をして少しでも運行便数を増やせ

サービスを提供していきたいと思っています。

エコリゾート地における貨客混載

袴田　脱炭素先行地域ということもあり、奥日光低公
害バス以外にも様々な取組を行っています。例えば、
日光で運行している高速バスタイプの貨物スペースが
あるバスを活用してヤマト運輸さんの荷物を運ぶとい
う事業を2月から実施しています。同じようにドライ
バー不足に直面するヤマト運輸さんと思いが合致した
形になります。ヤマト運輸さんが1日3往復荷物を運
ぶためにいろは坂を行き来していたのですが、その1

往復分をバスダイヤと組み合わせ、東武日光駅でバス
が出発する前にヤマト運輸さんの荷物を入れて運び、
中禅寺温泉のバス停で朝ヤマト運輸さんが登ったトラ
ックに積み替えるという事業です。東武バス日光とし
てはバス路線の採算性改善を併せ持ってやっている事
業で、ヤマト運輸さんとしてもトラックの走行距離が
減るので、二酸化炭素の排出削減にもつながってお
り、環境負荷低減の取組にもなっています。他にも環
境負荷の少ない廃食油由来のバイオ燃料バスを走らせ
るなど、様々な施策の積み上げでこの地域の環境ブラ
ンディングを進めていきたいと思っています。

自動運転レベル4の壁、レベル2での継続の可能性は？

袴田　東武グループは安全を第一にしているので、
安全運行の目的を補完する手段としてレベル2を活用
していくという方向もあると思います。一方で、レ
ベル4とレベル2では目的が異なると思っていて、持
続的に公共交通網を維持するため運転士不足の解消
等を図るためには、レベル4を目指していかないとい
けないと思っています。
川合　自動運転レベル4を目指していく中で、レベル
2での実験期間中でも、安全性の向上に意味がある点
など、新たな視点で行政側もPRしていけば、自動運
転の取り組みも加速していくかもしれませんね。
瀬川　レベル4を実現するには、どれだけ実証をやっ
てもこれだけやったからOKというのはないと思うんで
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（Light Detection and Ranging)の

2つを用いて走行しているため、光量が不足する奥
日光では現時点では難しいとの回答だった。
　さらに一般道での交差点挙動については、特に
右折処理が課題であり、安全を最優先するため、
全赤表示時に曲がる方が確実だが効率が大幅に下
がると説明。矢印信号やV2X通信の導入が改善に
つながると語った。また、手動運転車が自動運転
を混在環境下でも許容する社会的モラルの醸成が
必要であると説いた。
　最後に、レベル4実現に向けて不足している要素
を訪ねると、「道幅と見通し」と即答。道路改良や
インフラ整備が不可欠である一方、通信環境の強
化も求められると指摘した。
　短時間における質疑応答ながらも、自動運転バ
スが抱える課題の多さと、それに対して着実に解
決策を模索している現場の姿勢を実感できた。

（聞き手・文責　八木龍聖） 

いただき、快適にバスをご利用いただけることが第
一だと思います。また、来年以降への課題を確認し
て、それを解決していくことを通じて自動運転の実
装につなげていきたいと考えています。

　試乗中、自動運転システムを開発する先進モビ
リティ株式会社瀬川氏に実証実験について話を伺
った。運転席裏に表示されている画面では、GNSS

やSLAM（Simultaneous Localization and Mapping)

を用いて現在位置をプロットし、基準線からのずれ
を記録しているとのこと。GNSSは環境によって電
波が取得できない部分が多く、取得できない場合は
20~30メートルのずれが生じることもあるという。
　速度制御については、バスは一定間隔に設定さ
れたマップ IDに応じて速度やハンドル操作を決定
している。人が運転したデータに依存すると癖が
出るため、現在は計算を基に調整を重ねていると
いう。

　また、安全面に関しては、自動車や歩行者が進
路に入っている場合、停止する仕組みを採用して
いるが、現段階では検知範囲が限定的であり、人
間や動物が横から飛び出した場合の対応はできな
い。夜間走行について尋ねると、カメラとLiDAR

るよう努めたいです。
袴田　東武グループとして、実際に一般のお客様に
も乗っていただく実証実験ですので、お客様一人一
人が普通の運転と変わらないという安心感を持って

N
O

VEM
B

ER
  2025

1 自動運転バスの前での集
合写真（実証実験関係者・
計交研広報委員）

2 自動運転バス外観
3 自然豊かな走行ルート
4 自動運転バス車内のモニ
ター

高反射塗料（自動運転車両のルートガイドとな
る）の施工部を確認する様子自動運転バス試乗レポート

企画・文責：日本工営 大髙枝里（広報委員）
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